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会計名／議員名（議席番号順） 加
藤

荊
尾

滝
山

長
束

白
川

三
鴨

仲
田

板
井

景
山

細
田

井
田

亀
尾

真
壁

平成 29年度一般会計補正予算採決結果 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

議案名／議員名（議席番号順） 加
藤

荊
尾

滝
山

長
束

白
川

三
鴨

仲
田

板
井

景
山

細
田

井
田

亀
尾

真
壁

南部町農業委員会委員の任命 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

反
対
意
見

①
複
合
施
設
検
討
委
員
の

メ
ン
バ
ー
が
そ
の
ま
ま

整
備
基
本
計
画
の
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

住
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
な
い
の
で
反
対
。

②
複
合
施
設
を
建
て
替
え

で
は
な
く
補
修
し
て
建

設
費
を
抑
え
る
べ
き
で

反
対
で
あ
る
。

③
さ
い
は
く
分
館
は
、
社

会
教
育
施
設
で
あ
り
利

用
者
の
意
見
を
幅
広
く

聞
い
て
か
ら
計
画
を
立

案
す
る
べ
き
で
反
対
で

あ
る
。

賛
成
意
見

①
さ
い
は
く
分
館
の
現
状

は
、
雨
漏
り
や
、
水
道

管
の
腐
食
等
建
物
が
構

造
的
に
劣
化
し
て
い
る

た
め
早
急
に
建
て
替
え

が
必
要
で
あ
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
推
進
助

成
事
業
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
助
成
事
業
な
ど

町
民
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
予
算
で
あ
り
賛
成

す
る
。

歳入歳出予算の総額に40,714千円を追加し、
総額を歳入歳出それぞれ6,932,714千円とする。

一 般 会 計 補 正 予 算
平成29年6月定例議会が、16日から23日までの会期で開催され、平成29年度の一般会計補正予算と条例の制定ほか
4議案と請願・陳情3件と4発議が審議されました。

賛成多数で可決

移住・定住促進対策事業
……200千円

移住・定住の促進により人口減少を抑制するとともに、
地域経済の活性化を図る
集落や振興協議会が、移住者の住まいとして空き家
を確保し、空き家に移住者を受け入れた場合に奨励
金を交付する。（奨励金1件2万円）

教育関係ネットワーク整備事業  
……2,904千円

学校における教職員系ネットワークと児童生徒系ネット
ワークを分離してセキュリティ強化をするもの

複合施設整備検討事業
……3,494千円

さいはく分館を建て替え誰もが集える施設にし、地域の
拠点とする
今年度は、整備基本計画を策定するための予算
29年度　整備基本計画を策定
30年度　基本設計・実施設計
31年度　建設工事

まちづくり推進事業
……1,750千円

集落等が実施する地区内の環境美化や生活環境の事業
の半額を助成する
実施主体
　①天万1･2組集会所 ②上野集会所 ③入蔵集会所
　④天万7組防犯灯 ⑤寺内集会所 ⑥上鴨部集会所
　⑦フォレストタウン防犯灯

コミュニティ助成事業
……14,600千円

宝くじの社会貢献事業として、コミュニティ活動に対し
ての助成金
　フォレストタウン自治会 … 13,000千円
　赤谷区 …………………… 1,600千円
補助対象になった現状について
・フォレストタウン自治会
　 自治会のコミュニティセンター建設助成
・赤谷区
　 赤谷公民館内に防災備品の購入

6 月定例議会報告
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議員発議・請願・陳情の結果

請願、陳情名／議員名（議席番号順） 加
藤

荊
尾

滝
山

長
束

白
川

三
鴨

仲
田

板
井

景
山

細
田

井
田

亀
尾

真
壁

憲法尊重擁護義務の順守を求める意見書の採決結果 〇 × × × × × × × × × × 〇 〇

請願

反
対
意
見

①
戦
後
70
年
一
度
も
憲
法

が
改
正
さ
れ
て
い
な
い

が
、
時
代
と
と
も
に
も

の
の
考
え
方
・
国
民
の

意
識
や
価
値
観
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

大
い
に
論
議
を
し
て
も

い
い
の
で
反
対
で
あ
る
。

賛
成
意
見

①
安
倍
晋
三
首
相
が
「
憲

法
９
条
３
項
に
自
衛

隊
を
付
け
加
え
る
」

「
２
０
２
０
年
に
施
行

す
る
」
と
公
言
し
、
憲

法
を
改
正
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
安
倍
総
理
の

言
動
は
許
さ
れ
る
も
の

で
な
い
の
で
厳
守
を
強

く
求
め
賛
成
す
る
。

討 

論

請願第４号　テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の
創設に反対する請願書
提出者／鳥取県労働組合総連合　　議長　　田中　暁

賛
成
意
見

①
問
題
は
内
心
の
自
由
を

束
縛
さ
れ
る
こ
と
。
監

視
や
盗
聴
は
人
権
侵

害
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
で
あ
る
。

②
政
府
や
権
力
に
よ
っ
て

共
謀
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
勝
手
に
判
定
さ
れ

る
。

③
準
備
行
為
が
な
け
れ
ば

逮
捕
し
な
い
と
な
っ
て

い
る
が
、
非
常
に
曖
昧

な
ま
ま
で
あ
る
。

反
対
意
見

①
犯
罪
を
実
行
さ
れ
る
前

の
準
備
し
た
場
合
に
犯

罪
に
な
る
。
未
然
の
防

止
に
な
る
。

②
テ
ロ
集
団
な
ど
組
織
犯

罪
集
団
が
対
象
で
こ
れ

ま
で
の
防
止
法
で
は
対

処
し
き
れ
な
い
こ
と
も

出
て
き
て
い
る
。

③
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の

開
催
な
ど
を
契
機
に
し

て
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

討 

論

請願、陳情名／議員名（議席番号順） 加
藤
荊
尾
滝
山
長
束
白
川
三
鴨
仲
田
板
井
景
山
細
田
井
田
亀
尾
真
壁

テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）の創設に反対する請願書の採決結果 〇 × × 〇 × × 棄権 × × × × 〇 〇

陳情第５号　北朝鮮のミサイルに備えた避難訓練
等の実施を求める陳情
提出者／幸福実現党鳥取県本部　　代表　菅田　千賀子

陳情 全員一致で
不採択

陳情第６号　地方財政の充実・強化を求める陳情
提出者／自治労鳥取県本部　　執行委員長　西村　裕生
　　　／南部町職員労働組合　執行委員長　加納　論史

陳情
全員一致で

採択地方財政の充実・強化を求める意見書
飲酒運転根絶宣言に関する決議
議会における地方行政調査について

発議

発議 憲法尊重擁護義務の厳守を求める意見書
提出者／真壁　容子　　賛成者／亀尾　共三　　賛成者／加藤　　学

賛成少数で
不採択

賛成少数で
不採択
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議員名 発言時間 質問事項
1 三鴨義文 20 1 水道事業会計

2 集落営農の推進
2 荊尾芳之 25 1 移住定住対策

2 緑水湖周辺の観光資源の整備
3 白川立真 20 1 地域防災の向上

4 板井　隆 30
1 水道料金
2 町内農産物直売所の現状と育成支援
3 ジビエ料理の振興

5 長束博信 30
1 法律施行の意義
2 働き方（労働）
3 里地・里山

6 亀尾共三 30 1 複合施設計画
2 子そだて支援

7 景山　浩 20 1 起業・創業支援施策
8 真壁容子 30 1 町の保育施策

2 国保問題

9 加藤　学 30
1 地産地消の拡大
2 通学路の交通安全
3 残土処分場
4 町の広報活動と方法

10 細田元教 30 1 健康施策
2 東西町運動公園

水
道
事
業

三
鴨
義
文 

議
員

水
道
事
業
会
計
の
現
状
と
健
全
化

料
金
改
定
が
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
て

Q
A

　
　三

鴨
本
年
３
月
議
会
で
南
部
町
上

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
及
び
給
水
条
例
の
一
部
改
正

が
提
案
可
決
さ
れ
、
西
伯
地
区
の
料

金
を
会
見
地
区
の
低
い
料
金
に
統
一

し
、
３
年
後
の
平
成
31
年
度
に
は
目

標
料
金
の
約
半
分
ま
で
値
上
げ
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
水
道

事
業
会
計
の
現
状
は
、
と
て
も
安
定

経
営
と
は
程
遠
い
、
破
綻
状
態
に
近

い
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
水
道
事
業
会
計
の
現
状
と
今
後
の

事
業
運
営
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
健
全
経
営
と
安
全
で
安
心
な
水
道

維
持
の
た
め
に
は
、
早
い
時
期
に
料

金
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長
今
年
度
、
料
金
統
一
の
た
め

に
減
収
を
見
込
ん
だ
料
金
改

定
を
行
う
が
、
適
正
な
料
金
水
準
を

実
現
す
る
た
め
に
、
平
成
32
年
度
に

は
そ
の
後
の
料
金
改
定
を
見
据
え
た

段
階
的
な
料
金
改
定
を
行
っ
て
い
く
。

　

料
金
改
定
に
伴
う
不
足
額
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
の
３
年

間
で
１
億
１
，
５
２
２
万
円
、
平
成

32
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
で
５
，

７
８
４
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
35
年
度
の
料
金
を
１
ヵ

月
20
ト
ン
使
用
さ
れ
る
家
庭
で
月
約

３
，
０
０
０
円
と
仮
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
人
口
の
推
移
や
老
朽
施
設

の
更
新
に
伴
う
経
常
収
支
の
変
動
、

そ
し
て
、
平
成
32
年
度
の
料
金
改
定

が
及
ぼ
す
財
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し

て
、
適
正
な
料
金
水
準
を
見
極
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

町
長安全で安心な水道

一般質問 一般質問ダイジェスト

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定められている。
町民皆様の声を町政に問います。
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一般質問

移
住
定
住
対
策

荊
尾
芳
之 

議
員

移
住
定
住
へ
の
考
え
と
施
策
を
問
う

生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

Q
A

　
　荊

尾
現
在
、
全
国
的
に
町
の
施
策

と
し
て
移
住
定
住
対
策
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

理
由
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災

以
降
の
安
全
志
向
と
県
や
市
町
村
に

よ
る
移
住
定
住
の
諸
施
策
の
充
実
が

あ
る
。
我
が
町
に
移
住
す
る
人
達

を
如
何
に
呼
び
込
む
か
、
増
や
す
か
、

如
何
に
長
く
定
住
し
て
い
た
だ
く
か
、

こ
の
た
め
に
は
ど
う
施
策
を
進
め
る

か
伺
う
。

町
長
本
町
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
住

み
続
け
る
こ
と
で
人
や
地
域
が
輝
き
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

で
移
住
を
希
望
す
る
方
々
に
南
部
町

を
選
ん
で
い
た
だ
く
、
こ
の
一
連
の

流
れ
が
、
生
涯
に
わ
た
り
住
み
続
け

ら
れ
、
活
躍
で
き
る
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
だ
と
思
う
。

　
人
口
増
加
の
み
を
考
え
る
な
ら
ば
、

移
住
に
対
す
る
補
助
金
を
充
実
す
る
。

　

ま
た
、
宅
地
を
造
成
す
れ
ば
、
非

常
に
即
効
性
が
あ
り
、
人
口
増
に
は

有
効
な
手
段
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
新
し
く

南
部
町
に
移
住
さ
れ
る
方
が
地
域
に

溶
け
込
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
の
中

で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
考

え
る
。

　

移
住
さ
れ
た
方
が
、
地
域
で
暖
か

く
受
け
入
れ
ら
れ
、
活
躍
し
て
い
た

だ
き
、
し
っ
か
り
と
新
た
な
地
域
の

担
い
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く
、
そ
の

よ
う
な
流
れ
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
と
も
連

携
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
。

　

外
か
ら
来
る
人
は
風
の
人
だ
、
地

場
で
し
っ
か
り
暮
ら
し
て
い
る
人
は

地
の
人
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な

ぐ
人
を
水
の
人
と
言
う
、
地
の
人
と

風
の
人
と
水
の
人
、
こ
れ
ら
の
３
つ

が
き
ち
ん
と
揃
う
こ
と
が
非
常
に
大

切
だ
。

町
長

地
域
防
災
力

白
川
立
真 

議
員

「
備
え
」
の
重
要
さ
を
啓
発

集
落
説
明
会
で
積
極
的
に
行
い
た
い

Q
A

　
　白

川
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、
日
頃
よ
り
災
害
に
対

す
る
備
え
が
最
大
の
効
果
を
生
む
。

　

今
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
か
。
さ
ら
に
、
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
実
践
的
な
防
災

訓
練
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長
今
、
各
集
落
で
の
説
明
会
を

開
催
し
、
気
象
に
関
す
る
災

害
時
の
基
礎
知
識
や
発
令
内
容
の
説

明
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
の
依

頼
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
よ
り
、
防
災
士
を
は
じ
め
、

各
種
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
う

と
と
も
に
、
秋
頃
、
全
町
民
を
対
象

に
し
た
地
震
訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た

訓
練
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

教
育

長

学
校
に
お
い
て
は
、
様
々
な

視
点
か
ら
な
る
防
災
教
育
を

各
教
科
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
避
難
訓
練
や
防
災
学
習
の
際

に
、
地
域
の
方
々
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
じ
て
災
害
時
で
も
一
人
ひ
と

り
が
対
応
で
き
る
思
考
力
、
判
断
力

を
育
成
し
て
い
る
。

町
長
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部
落
差
別
解
消
推
進
法

長
束
博
信 

議
員

法
律
施
行
の
意
義
に
つ
い
て

公
的
に
認
知
し
た
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い

Q
A

　
　長

束
昨
年
12
月
９
日
に
部
落
差
別

と
い
う
言
葉
を
初
め
て
法
律

に
盛
り
込
ん
だ
部
落
差
別
解
消
推
進

法
が
成
立
し
12
月
16
日
に
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
部

落
差
別
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
、

そ
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
部
落
差
別

を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
は
一
つ
、
部
落
差
別
が

現
在
も
な
お
存
在
す
る
と
認
め
た
こ

と
、
二
つ
に
、
部
落
差
別
が
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た

こ
と
、
三
つ
に
、
部
落
差
別
の
解
消

と
い
う
目
的
を
明
記
し
た
こ
と
、
四

つ
に
、
部
落
差
別
の
解
消
の
施
策
実

施
を
国
と
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と

明
記
し
た
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
が
、

こ
の
法
律
の
意
義
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

町
長
法
律
の
第
１
条
に
は
、
現
在

も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す

る
と
明
記
さ
れ
た
。
部
落
差
別
の
存

在
を
公
的
に
認
知
し
た
こ
と
は
、
差

別
の
解
消
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
す
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
意

義
深
い
も
の
と
考
え
る
。
昭
和
40
年

の
同
対
審
答
申
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
部
落
差
別
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
参

り
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
に
は
地
方
公
共

団
体
の
責
務
と
し
て
、
国
と
の
適
切

な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
国
及
び
他

の
公
共
団
体
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
定
め
て

お
り
、
町
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
様
々

な
施
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
引
き
続

き
本
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
取
り

組
み
の
充
実
、
強
化
に
取
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
部
落
差
別

は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
、
町
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
、
で

き
る
こ
と
か
ら
の
一
歩
を
こ
の
場
か

ら
も
訴
え
た
い
。

町
長

農
産
物
直
売
所

板
井　
隆 

議
員

育
成
支
援
に
つ
い
て

連
絡
協
議
会
の
復
活
で
一
緒
に
考
え
る

Q
A

　
　板

井
町
内
の
農
産
物
直
売
所
は
開

設
以
来
、
20
年
余
に
わ
た
り

農
業
生
産
者
の
就
農
意
欲
の
源
と
し

て
農
地
保
全
に
多
大
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
各
施
設
で
は
地
域
の
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
利
用

客
に
は
地
域
特
産
物
の
提
供
の
場
と

し
て
愛
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

近
年
、
会
員
の
高
齢
化
や
買
い
物

客
の
減
少
に
伴
い
、
大
変
厳
し
い
運

営
に
な
っ
て
い
る
。
農
産
物
直
売
所

の
育
成
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
町
内
４
か
所
の
農
産
物
直
売

所
は
近
年
売
上
が
減
少
し
、
会

員
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
育
成
支

援
の
対
策
と
し
て
、
会
員
の
高
齢
化

で
組
織
の
運
営
に
も
支
障
を
き
た
す

現
状
と
認
識
し
て
い
る
。
直
売
所
は

新
鮮
で
と
れ
た
て
、
生
産
者
が
わ
か

り
、
安
心
し
て
消
費
者
が
購
入
で
き
、

直
売
所
の
存
続
は
、
生
産
者
、
消
費

者
の
両
面
か
ら
必
要
な
施
設
と
認
識

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
農
地
の
維
持
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
、
健
康
維
持
対
策
と
し

て
重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

　

育
成
支
援
に
つ
い
て
、
各
直
売
所

の
皆
さ
ん
と
十
分
話
し
合
い
を
す
る

中
で
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
直
売

所
の
広
報
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

町
長
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一般質問

複
合
施
設
計
画

亀
尾
共
三 

議
員

公
民
館
の
目
的
は

生
涯
学
習
の
推
進
等

Q
A

　
　亀

尾
複
合
施
設
建
設
の
計
画
の
出

発
点
は
何
か
と
い
う
と
、
さ

い
は
く
公
民
館
の
老
朽
化
の
改
築
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

こ
の
計
画
は
公
民
館
さ
い
は
く
分
館

の
場
所
に
改
築
す
る
も
の
と
聞
く
。

公
民
館
の
目
的
は
、
住
民
の
た
め
に

即
し
た
教
育
、
学
術
、
文
化
に
関
す

る
各
種
事
業
を
行
う
教
育
機
関
と
示

さ
れ
て
い
る
。
幾
ら
施
設
を
立
派
に

し
て
も
専
門
的
な
技
量
を
持
っ
た
町

職
員
の
配
置
が
さ
れ
な
け
れ
ば
公
民

館
活
動
の
発
展
、
充
実
を
果
た
す
こ

と
は
出
来
な
い
。
公
民
館
活
動
の
充

実
を
求
め
て
問
う
。

○
複
合
施
設
の
目
的
は
。

○
公
民
館
の
果
た
す
役
割
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

○
公
民
館
さ
い
は
く
分
館
に
社
会
教

育
資
格
職
員
の
配
置
を
求
め
る
。

○
公
民
館
利
用
者
の
声
を
聞
く
こ
と

を
求
め
る
。

○
リ
フ
ォ
ー
ム
の
検
討
は
な
ぜ
し
な

い
の
か

町
長
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
機

能
だ
け
で
な
く
多
様
な
機
能

を
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

広
く
地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
反

映
さ
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

教
育

長

こ
れ
ま
で
公
民
館
が
担
っ
て

き
た
学
び
を
通
じ
て
生
き
が

い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
さ
ら
に

は
主
体
的
な
学
び
と
し
て
の
生
涯
学

習
の
推
進
等
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
も
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
事
務

局
が
担
う
全
体
の
業
務
遂
行
を
考
え

る
と
、
さ
い
は
く
分
館
へ
の
専
門
職

員
配
置
は
、
難
し
い
と
考
え
る
。
公

民
館
教
室
の
代
表
者
の
皆
様
に
は
年

１
回
定
例
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

ご
要
望
や
利
用
に
つ
い
て
ご
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
施
設
の
リ
フ
ォ
ー
ム

は
改
修
に
は
な
じ
ま
ず
、
現
段
階
で

も
選
択
肢
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

起
業
・
創
業
支
援

景
山　
浩 

議
員

活
発
な
民
間
経
済
活
動
へ
の
支
援
が
必
要

起
業
促
進
奨
励
金
を
使
い
や
す
く
改
正
す
る

Q
A

　
　景

山
人
口
減
少
や
大
手
と
の
競
争

激
化
、
後
継
者
不
在
な
ど
に

よ
り
町
内
の
事
業
所
数
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
を
豊
か
に
し
、

人
口
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
活

発
な
民
間
の
経
済
活
動
は
不
可
欠
で

あ
る
。

　
地
域
内
で
雇
用
や
所
得
を
産
み
出

す
事
業
所
数
の
減
少
は
地
域
が
持
つ

住
民
の
生
活
を
支
え
る
力
の
衰
退
を

表
し
て
い
る
。

　
我
が
町
の
創
業
支
援
策
の
実
施
状

況
や
そ
の
成
果
を
尋
ね
る
と
と
も
に
、

よ
り
活
発
な
支
援
を
求
め
る
。

町
長
県
西
部
の
９
市
町
村
で
は
共

同
で
国
の
産
業
競
争
力
強
化

法
に
基
づ
き
、
創
業
希
望
者
に
対
す

る
窓
口
相
談
、
創
業
塾
、
専
門
家
派

遣
指
導
等
の
支
援
を
実
施
す
る
認
定

創
業
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
国

の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
本
町
及
び

南
部
町
商
工
会
で
も
、
創
業
相
談
窓

口
、
起
業
支
援
奨
励
金
、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
等
を
行
な
い
、
創
業
者
を
支
援

し
て
い
る
。

　
本
町
独
自
の
起
業
促
進
奨
励
金
は
、

従
来
移
住
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い

た
が
、
今
年
度
か
ら
は
町
内
在
住
者

に
も
支
援
す
る
よ
う
改
正
を
予
定
し

て
い
る
。

　
創
業
希
望
者
の
相
談
に
は
商
工
会

と
一
緒
に
対
応
し
て
い
る
。
相
談

内
容
は
初
期
投
資
や
立
地
、
空
き
家

等
の
活
用
が
あ
り
、
空
き
家
活
用

で
は
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
と
も
連
携

を
と
っ
て
い
る
が
、
既
存
の
土
地
や

建
物
な
ど
場
所
の
確
保
に
は
現
状
で

は
限
界
が
あ
る
。
町
の
起
業
促
進
奨

励
金
の
50
万
円
に
加
え
て
、
県
の
里

山
オ
フ
ィ
ス
補
助
金
、
こ
れ
は
２
分

の
１
補
助
で
上
限
５
０
０
万
円
だ
が
、

こ
れ
を
活
用
し
て
空
き
家
を
改
修
し

た
事
務
所
や
事
業
所
を
設
け
る
こ
と

も
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

町
長
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一般質問

国
民
健
康
保
険

真
壁
容
子 

議
員

一
部
負
担
金
減
免
制
度
の
創
設
を

研
究
課
題
と
さ
せ
て
ほ
し
い

Q
A

　
　真

壁
本
町
は
県
内
で
国
保
の
住
民

が
負
担
す
る
一
部
負
担
金
の

減
免
制
度
の
条
例
が
つ
く
ら
れ
て
い

な
い
数
少
な
い
町
村
の
一
つ
だ
。
国

保
で
差
し
押
さ
え
を
し
た
り
、
短
期

保
険
証
の
発
行
を
す
る
要
綱
を
つ
く

る
一
方
で
、
住
民
が
大
変
だ
か
ら
、

支
払
う
と
き
に
一
部
減
免
し
て
く
れ

と
い
う
こ
と
の
要
綱
を
作
ら
な
い
で

は
町
の
責
任
が
果
た
せ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

一
部
負
担
減
免
制
度
は
、
国
保
法

で
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
で

あ
れ
ば
、
減
免
要
綱
、
条
例
等
を
し
っ

か
り
整
備
し
、
対
応
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

町
長
町
で
は
他
の
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
と
の
公
平
を
期
す

た
め
に
国
保
だ
け
減
免
を
行
う
と
い

う
こ
と
は
行
っ
て
い
な
い
。
現
在
、

国
保
が
県
で
統
一
さ
れ
る
た
め
の
事

務
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
平
準
化

を
め
ざ
し
て
、
全
県
下
で
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
県
の
基
準
が
定

め
ら
れ
れ
ば
、
町
も
基
準
に
従
っ
て

行
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
国
保
の
な
か
で
そ
う
い
う
減
免
制

度
が
あ
る
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
国
保
だ
け
を
特
別
に
そ
う
い
う

恩
恵
を
受
け
る
の
に
は
一
般
住
民
の

中
に
異
議
あ
り
と
い
う
声
も
出
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。
で
き
る
規
定
な
の

で
前
向
き
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
し
て
こ
な

か
っ
た
の
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

ろ
う
と
思
う
。
研
究
課
題
と
し
て
残

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
拡
大

加
藤　
学 

議
員

町
の
補
助
金
を
10
％
か
ら
15
％
へ
上
げ
る
事
を
求
め
る

補
助
金
の
引
き
上
げ
で
は
な
く
意
欲
が
湧
く
単
価
設
定

Q
A

　
　加

藤
現
在
、
学
校
給
食
に
地
元
の

野
菜
を
使
う
場
合
は
学
校
給

食
食
材
連
絡
協
議
会
（
通
称
「
食
材

会
議
」）
を
通
す
事
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
食
材
会
議
へ
の
参
加
す

る
人
が
減
っ
て
い
る
原
因
は
何
故
だ

と
考
え
て
い
る
か
。
給
食
セ
ン
タ
ー

が
民
営
化
さ
れ
た
時
、
納
入
野
菜
の

規
格
が
厳
し
く
な
っ
て
納
入
を
止
め

た
方
々
が
い
る
。
こ
れ
が
原
因
の
一

つ
と
は
考
え
な
い
か
。

　
食
材
会
議
が
買
い
上
げ
る
野
菜
の

価
格
は
納
品
当
日
の
市
場
価
格
で
決

ま
る
。
そ
の
内
、
食
材
会
議
は
手
数

料
と
し
て
15
％
を
取
り
、
町
か
ら
の

補
助
と
し
て
10
％
が
あ
る
。
こ
れ
を

15
％
に
引
き
上
げ
で
き
な
い
か
。

町
長
出
荷
者
減
少
の
原
因
は
高
齢

化
だ
と
考
え
る
。
５
年
前
に

比
べ
る
と
18
人
減
少
し
て
い
る
。
食

材
会
議
の
活
動
は
合
併
前
か
ら
行
っ

て
い
る
。
発
足
時
は
子
供
や
孫
が
通

学
し
て
い
た
が
、
卒
業
等
に
よ
り
出

荷
の
意
欲
が
減
退
し
た
と
の
声
を
聞

い
て
い
る
。

課
長
納
入
野
菜
の
規
格
が
以
前
よ

り
緩
く
な
っ
た
。
そ
の
辺
の

周
知
が
ま
だ
足
り
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
周
知
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え

る
。

町
長
現
在
、
食
材
会
議
で
野
菜
を

購
入
す
る
場
合
、
市
場
の
流

通
価
格
で
購
入
す
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
。
公
共
（
学
校
給
食
、

西
伯
病
院
な
ど
）
で
使
う
食
材
で
あ

る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
張
り
を

持
っ
て
や
っ
て
い
け
る
価
格
設
定
、

大
盤
振
る
舞
い
出
来
な
い
中
で
も
、

子
供
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
う
も
の
は
、

い
い
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
、
そ
ん

な
意
欲
が
湧
く
よ
う
な
単
価
設
定
が

必
要
と
思
っ
て
い
る
。

町
長

町
長
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一般質問・議会活動日誌

東
西
町
運
動
公
園

細
田
元
教 

議
員

運
動
公
園
の
使
用
は

秋
の
東
西
町
運
動
会
に
は
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

Q
A

　
　細

田
平
成
24
年
に
運
動
公
園
計
画

が
地
元
に
示
さ
れ
た
時
は
夢

の
よ
う
な
運
動
公
園
が
で
き
る
と
期

待
し
て
い
た
が
、
今
年
５
月
に
地
元

説
明
会
が
あ
っ
た
内
容
は
あ
ま
り
に

も
当
初
計
画
と
か
け
は
な
れ
た
内
容

で
あ
っ
た
。 

こ
の
違
い
に
つ
い
て
町

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
伺
い
た

い
。

町
長
平
成
20
年
か
ら
地
元
要
望
を

聞
き
取
り
、
そ
の
内
容
を
反

映
し
た
設
計
を
平
成
24
年
10
月
25
日

に
地
元
に
設
計
内
容
を
説
明
し
た
。

内
容
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
、

管
理
道
の
拡
幅
、
防
球
ネ
ッ
ト
、
ト

イ
レ
、
あ
ず
ま
や
な
ど
付
帯
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
地
盤
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、

バ
イ
パ
ス
か
ら
４
ｍ
高
い
位
置
で
の

計
画
で
あ
っ
た
が
鳥
取
県
が
公
園
予

定
地
の
土
砂
を
撤
去
す
る
こ
と
で
バ

イ
パ
ス
と
同
じ
高
さ
に
な
る
こ
と
を

説
明
し
、
完
成
時
期
は
平
成
27
年
度

で
地
元
の
了
承
を
得
た
。
そ
の
後
、

県
の
土
砂
撤
去
が
進
ま
ず
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
地
盤
面
が
計
画
よ
り
高
く
な
る

こ
と
か
ら
、
工
事
を
見
合
わ
せ
て
い

た
。
そ
の
間
、
具
体
的
な
事
項
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た

の
で
、
振
興
協
議
会
へ
の
報
告
は
し

て
い
た
が
、
地
元
説
明
会
を
開
催
し

て
い
な
か
っ
た
。

　
24
年
の
説
明
と
29
年
の
説
明
と
の

違
い
は
、
改
め
て
現
況
・
工
事
内
容

の
精
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
計
画
よ

り
１
ｍ
高
い
位
置
で
の
工
事
と
な
る

こ
と
や
、
予
算
等
の
理
由
に
よ
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
、
防
球
ネ
ッ
ト
、

倉
庫
、
東
屋
な
ど
の
施
設
を
取
り
や

め
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
説
明

会
の
中
で
、
主
に
安
全
対
策
に
関
す

る
要
望
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
町

費
の
み
だ
け
で
は
な
く
補
助
事
業
等

で
合
致
す
る
も
の
も
含
め
年
次
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
。
秋
の
運
動
会

は
、
施
設
整
備
の
全
部
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
が
、
運
動
会
は
で
き

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
み
の
完
成
に

な
る
。

町
長

議会活動日誌
日 曜日 会議・行事

2 木
議会運営委員会、全
員協議会、定例議会
（本会議）

3 金 定例議会（本会議）

6 月 定例議会
（一般質問）

7 火 定例議会
（一般質問）

8 水 常任委員会
9 木 常任委員会
10 金 常任委員会
13 月 常任委員会
14 火 常任委員会
15 水 常任委員会
16 木 常任委員会
17 金 常任委員会

22 水 議会運営委員会、
全員協議会

23 木 定例議会（本会議）

29 水 西部町村議会議長
会連絡会議

日 曜日 会議・行事

1 木 町村議会議長・
副議長研修会

16 金
議会運営委員会、
全員協議会、
定例議会（本会議）

19 月 定例議会
（一般質問）

20 火 定例議会
（一般質問）

21 水 常任委員会
22 木 常任委員会

23 金
議会運営委員会、
全員協議会、
定例議会（本会議）

27 火 鳥取県町村議会議
長会定期総会

30 金 2か町清掃施設管
理組合臨時会

日 曜日 会議・行事
6 木 行政視察（岡山県）
7 金 行政視察（岡山県）
11 火 広報常任委員会

12 水
行政調査受け入れ
（宮城県松島町議会）
西部町村議会議長会臨時
総会

13 木 行政調査受け入れ
（栃木県鹿沼市議会）

14 金 行政調査受け入れ
（神奈川県伊勢原市議会）

18 火 議会改革調査特別委員会
広報常任委員会

19 水 西部町村議会正副議長局
長研修会（日野町）

20 木 全国森林環境税創設議員連
盟総会（高知県）

24 月 日吉津村ほか2か町下水
道協議会総会

25 火
行政調査受け入れ（鹿児島県
志布志市議会）行政調査受け
入れ（広島県海田町議会）

27 木 行政調査受け入れ
（山口県美祢市議会）

日 曜日 会議・行事
4 火 広報常任委員会
13 木 広報常任委員会
19 水 広報常任委員会

20 木 市町村議会議員研修[2日間コース]
住民とのコミュニケーション（板井・白川・滝山）

21 金 市町村議会議員研修[2日間コース]
住民とのコミュニケーション（板井・白川・滝山）

26 水 行政調査受け入れ（北海道釧路市議会）

日 曜日 会議・行事
11 木 行政調査受け入れ（新潟県見附市議会）

15 月 市町村議会議員研修[5日間コース]
新人議員のための地方自治基本コース（荊尾）

16 火 市町村議会議員研修[5日間コース]
新人議員のための地方自治基本コース（荊尾）

17 水 市町村議会議員研修[5日間コース]
新人議員のための地方自治基本コース（荊尾）

18 木 市町村議会議員研修[5日間コース]
新人議員のための地方自治基本コース（荊尾）

19 金
市町村議会議員研修[5日間コース]
新人議員のための地方自治基本コース（荊尾）
西部町村議会議長会連絡会

24 水 新議員研修会
30 火 議会運営委員会
31 水 町村議会議長・副議長研修会

3月 6月 7月4月

5月
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行政視察

先進地に学ぶ 南部町議員団

7月6・7日、岡山県の3市を視察しました。

　空き家の有効活用	 岡山県笠岡市
　笠岡市でも、空き家の増加は深刻な問題となっている。一方で、その活用の仕
方によっては、まちづくりや地域活性化の貴重な資源になるという理念から、平成
21年、定住促進センターを設置された。
　なかでも「空き家バンク制度」は、空き家所有者から空き家情報を登録しても
らい、移住希望者とのマッチングを行っている。注目したのは、様々な「顔」をも
つ空き家の個性が動画などで、より詳しくPRされているところだ。
　わが町でも、空き家の増加は深刻な課題であり良い勉強になった。このPR戦術
を他の施策とミックスさせ、南部町の活性化につなげたい。

　「子育て王国そうじゃ」	 岡山県総社市
　全国的な人口減少社会にある中で、総社市の人口はどんどん増えている。
　総社市の基本政策は、子どもを最優先とした「子ども目線のまちづくり」である。
その中で、市民やNPO、医師会などまち全体で子育てを支えている。また、まち
の未来は「子どもたちの未来」であることから、中学生を中心とした子ども議会や
高校生議会は、新しいエンジンとして市政に大きな影響を与えている。
　南部町議会でも、子ども議会の開催を検討しているなかで、大いに参考になった。

　大学等の誘致でにぎわう　ニーズに合った公共交通
	 岡山県高梁市
　高梁市は、南部町人口の約3倍、面積は約5倍の広さがある。かつて、高度経済
成長期にあっても若者の流出は止まらず出生率の低下に歯止めがかからなかった。
その対策として、様々な経済効果をもたらす大学などの誘致に力を入れてきた。
多くの学生や教員家族が移住することは、大型スーパーの進出をはじめ、まちや
商工業界に多大な賑わいを呼んでいる。
　また一方で、中山間地の公共交通対策は、高齢化にともなって深刻な問題であ
る。そこで、定期バスや福祉バスなどが通わない空白地域では、「ふれあいタク
シー」という利用者のニーズに合わせた乗合タクシーを導入されている。乗合タクシーのメリットは、何と言っても
「玄関から玄関まで」であり、利用者は増加しているとのこと。
　将来のわが町の公共交通を考える上で、大いに参考になった。
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民生教育常任委員会報告・おしらせ
　

西
伯
小
学
校
で
６
年
生
の
英
語

の
授
業
を
民
生
教
育
常
任
委
員
会
で

参
観
を
し
ま
し
た
。
小
学
校
で
の
英

語
へ
の
取
り
組
み
は
、
２
０
０
８
年

度
に
小
学
５・
６
年
生
を
対
象
に
外

国
語
活
動
と
し
て
小
学
校
の
英
語

教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
０
１
１

年
度
に
「
小
学
５
年
生
か
ら
必
修
」

と
な
り
、
今
で
は
、
小
学
校
で
の

英
語
教
育
は
す
っ
か
り
浸
透
し
て

い
ま
す
。

　

参
観
し
た
こ
の
日
は
、
６
年
生

に
英
語
担
当
の
先
生
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
の
２
人
で
授
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
南
部

町
の
ま
ち
の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
い
う
テ
ー
マ
で
授
業
が
行
わ

れ
、
児
童
が
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
や
富
有
柿
な
ど
の
役
に
な
る

た
め
に
、
そ
の
お
面
を
か
ぶ
っ
て

分
か
り
や
す
い
英
語
で
観
て
い
る

我
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
小
学
３
年
生
か
ら
の

必
修
化
」「
小
学
５
年
生
か
ら
の
教

科
化
」
が
２
０
２
０
年
度
に
完
全

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
は
、
英
語
の
塾
に
通
っ
て
い

る
児
童
も
た
く
さ
ん
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
小
さ
い
時
か
ら
英
語

に
触
れ
る
。
自
然
に
英
会
話
が
出

来
る
こ
と
が
と
て
も
魅
力
的
に
感

じ
ま
し
た
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会
報
告

南部町議会主催

住民のこえを聞く会に
おでかけください

　少子高齢化、過疎、雇用、公共交通、荒廃地の拡大・町政の課題は切実です。こ
の町に住む皆さんもいろいろな想いを持っておられることと思います。町政、議会
への要望、ご意見などこの機会にお聞かせいただければありがたいです。
　下記の日程で開催いたします。ぜひお出かけくださいますようご案内いたします。

9月2日（土）午後7時より　まんてんホール（天萬）
9月3日（日）午後7時より　プラザ西伯（法勝寺）

各会場には全議員が出席する予定です。

おしらせ



あ
と
が
き

　
梅
雨
前
線
の
影
響
で
、

「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
」

を
は
じ
め
全
国
各
地
で
短

時
間
に
よ
る
集
中
豪
雨
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

私
た
ち
に
ま
ざ
ま
ざ
と
見

せ
つ
け
ま
し
た
。
災
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南
部
町
で
こ
の
よ
う
な
災

害
が
発
生
し
た
ら
、
私
た

ち
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
い

い
の
か
、
常
日
頃
か
ら
、

「
防
災
」
に
対
す
る
意
識

を
今
以
上
に
持
ち
、
地

域
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
仲
田
）

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
仲
田
　
司
朗

　
副
委
員
長
　
荊
尾
　
芳
之

　
委
　
員
　
景
山
　
　
浩

　
　
　
　
　
三
鴨
　
義
文

　
　
　
　
　
白
川
　
立
真

　
　
　
　
　
長
束
　
博
信

　
　
　
　
　
滝
山
　
克
己

　
　
　
　
　
加
藤
　
　
学

きのこづくり教室 炭づくり教室 交流サマーキャンプ

　
「
南
さ
い
は
く
」
は
町
面
積
の

４
割
強
を
占
め
る
中
山
間
地
で
、

16
集
落
、
人
口
７
４
６
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
協
議
会

は
四
つ
の
活
動
部
と
一
つ
の
研
究

部
会
で
構
成
さ
れ
様
々
な
活
動
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
「
南
部
町
森
林
総
合
利
用
促
進

施
設
（
森
林
公
園
・
森
の
楽
校
）

は
平
成
23
年
か
ら
町
よ
り
指
定
管

理
を
受
託
し
て
様
々
な
利
用
促
進

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

春
の
「
炭
焼
き
体
験
教
室
」、

夏
の
「
夏
休
み
交
流
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
」、
秋
の
「
き
の
こ
づ
く
り

教
室
」、
冬
は
ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
で
、
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ん
に
よ
り
緑
水
湖
対
岸

の
約
６
０
０
本
の
桜
並
木
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

緑
水
湖
周
辺
の
森
林
公
園
を
中
心

と
し
た
地
域
は
、
た
く
さ
ん
の

人
々
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
最
近
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
等

多
く
の
施
設
、
ま
た
栗
園
お
よ
び

遊
歩
道
等
利
用
検
討
の
必
要
な
場

所
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
周
辺
施
設
が

有
効
利
用
で
き
る
よ
う
、
検
討
を

行
い
貴
重
な
自
然
を
維
持
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
長　

井
上
仁
志

南部町森林総合利用促進施設（森林公園・森の楽校）
南
さ
い
は
く

　
地
域
振
興
協
議
会

森の楽校

緑水湖


